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主論文 1 編  
 Treadmill running ameliorates destruction of articular cartilage and subchondral bone, not only 
synovitis, in a rheumatoid arthritis rat model. 
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響についてラット RA モデルを用いて評価することとした． 
申請者は，動物として 8 週齢の Dark Agouti ラットを用いた．RA モデルとしてⅡ型コラーゲ
ンを感作させたコラーゲン誘発性関節炎（collagen induced arthritis: CIA）を用いた．正常ラッ
トを自由飼育した対照群とトレッドミル走行をさせたトレッドミル群，RA モデルを自由飼育
した CIA 群とトレッドミル走行をさせた CIA+トレッドミル群の 4 群を作成した．免疫感作 42
日後に両足関節を摘出した．右側でヘマトキシリン・エオジン染色，サフラニン O 染色，tumor 




トレッドミル群と CIA 群の TNF-α と Cx43 の産生量は対照群と比較して多く，CIA+トレッドミ
ル群でのこれらの産生量は CIA 群より少なかった．μ-CT による骨形態計測では，CIA+トレッ
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